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長㔝県環境影響評価技術指針新ᪧ対照表 

 

改 ṇ 案 現  行 

第㸯 趣᪨ 第㸯 趣᪨ 

㸯 ࡢࡇ長㔝県環境影響評価技術指針㸦以ୗࠕ技術指針ࠖ࡜いうࠋ㸧ࠊࡣ長㔝県

環境影響評価条例㸦ᖹ成10ᖺ長㔝県条例第1「号㸧第㸲条第㸯㡯ࡢ規定ࠊࡾࡼ࡟

既࡟得࡚ࢀࡽいࡿ科学的知見࡟基࡙ࠊࡁ対象事業࡟係ࡿ環境影響評価ࡀ適ษ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡵ事㡯を定࡞技術的࡞必要࡟ࡵࡓࡿࢀ行わ࡟

㸯 ࡢࡇ長㔝県環境影響評価技術指針㸦以ୗࠕ技術指針ࠖ࡜いうࠋ㸧ࠊࡣ長㔝県

環境影響評価条例㸦ᖹ成10ᖺ長㔝県条例第1「号㸧第㸲条第㸯㡯ࡢ規定ࠊࡾࡼ࡟

既࡟得࡚ࢀࡽいࡿ科学的知見࡟基࡙ࠊࡁ対象事業࡟係ࡿ環境影響評価ࡀ適ษ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡵ事㡯を定࡞技術的࡞必要࡟ࡵࡓࡿࢀ行わ࡟

㸰 ࡢࡇ技術指針ࠊࡣ対象事業࡟共通࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ定࡛ࡢࡶࡿࡵあࡢࡇࠊࡾ

技術指針࡟定ࡾࡼ࡟ࢁࡇ࡜ࡿࡵ環境影響評価ࡢࡑ他ࡢ手続㸦以ୗࠕ環境影響

評価等ࠖ࡜いう｡㸧を行う࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ計⏬段階配慮事業㸦計⏬段階配慮事

業者ࡀ実施ࡿࡍ第㸯種事業等をいうࠋ以ୗྠࠋࡌ㸧及び対象事業ࡢ内容㸦以ୗ

࡟事業実施想定区域及び対象事業実施区域並び࡟いう｡㸧並び࡜事業特性ࠖࠕ

以ࠋࡴ状況を含ࡢ推移及び将来ࡢ状況ࡢ自然的社会的状況㸦過去ࡢ周ᅖࡢࡑ

ୗࠕ地域特性ࠖ࡜いうࠋ㸧を຺案ࠊ࡚ࡋ必要࡟応ࡢࡇ࡚ࡌ技術指針࡟記載࡞ࡢ

い事㡯ࡘ࡟い࡚ࡶ考慮ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

㸰 ࡢࡇ技術指針ࠊࡣ対象事業࡟共通࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ定࡛ࡢࡶࡿࡵあࡢࡇࠊࡾ

技術指針࡟定ࡾࡼ࡟ࢁࡇ࡜ࡿࡵ環境影響評価ࡢࡑ他ࡢ手続㸦以ୗࠕ環境影響

評価等ࠖ࡜いう｡㸧を行う࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ対象事業ࡢ内容㸦以ୗࠕ事業特性ࠖ

ࡢ自然的社会的状況㸦過去ࡢ周ᅖࡢࡑ対象事業実施区域及び࡟いう｡㸧並び࡜

状況ࡢ推移及び将来ࡢ状況を含ࠋࡴ以ୗࠕ地域特性ࠖ࡜いうࠋ㸧を຺案ࠊ࡚ࡋ

必要࡟応ࡢࡇ࡚ࡌ技術指針࡟記載࡞ࡢい事㡯ࡘ࡟い࡚ࡶ考慮ࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡿ

㸱 ࡢࡇ技術指針ࠊࡣ今ᚋࡢ事例ࡢ積㔜ࡡ又ࡣ科学的知見ࡢ進展等࡟応ࠊ࡚ࡌ

必要࡞改訂を行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

㸱 ࡢࡇ技術指針ࠊࡣ今ᚋࡢ事例ࡢ積㔜ࡡ又ࡣ科学的知見ࡢ進展等࡟応ࠊ࡚ࡌ

必要࡞改訂を行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

第㸰 環境影響評価等実施ࡢ基本方針 第㸰 環境影響評価等実施ࡢ基本方針 

㸯 計⏬段階配慮事業及び対象事業ࡢ計⏬㸦以ୗࠕ事業計⏬ࠖ࡜いうࠋ㸧ࡢ策定

長㔝県環境基本条例㸦ᖹ成㸶ᖺ長㔝県条例第1」号㸧及び長㔝ࠊࡣ࡚ࡗࡓ当࡟

県環境基本計⏬࡟十ศ࡟配慮ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

㸯 対象事業ࡢ計⏬㸦以ୗࠕ事業計⏬ࠖ࡜いうࠋ㸧ࡢ策定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ長㔝県

環境基本条例㸦ᖹ成㸶ᖺ長㔝県条例第1」号㸧及び長㔝県環境基本計⏬࡟十ศ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ配慮࡟

㸰 環境影響評価等を行う࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ各段階࠾࡟い࡚ࠊ対象事業ࡢ実施࡟

保ࡢ環境ࡢ他ࡢࡑ࡜ࡇࡿࡍప減ࡣ又ࠊࡋ回避ࡾ限ࡿࡁ負荷を࡛ࡢ࡬環境ࡿࡼ

全ࡘ࡟い࡚ࡢ配慮を適ษ࡟行いࡢࡑࠊ結果を事業計⏬࡟཯映ࡍ࡜ࡢࡶࡿࡏࡉ

 ࠋࡿ

㸰 環境影響評価等を行う࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ各段階࠾࡟い࡚ࠊ対象事業ࡢ実施࡟

保ࡢ環境ࡢ他ࡢࡑ࡜ࡇࡿࡍప減ࡣ又ࠊࡋ回避ࡾ限ࡿࡁ負荷を࡛ࡢ࡬環境ࡿࡼ

全ࡘ࡟い࡚ࡢ配慮を適ษ࡟行いࡢࡑࠊ結果を事業計⏬࡟཯映ࡍ࡜ࡢࡶࡿࡏࡉ

 ࠋࡿ

第㸱 環境影響評価等ࡢ対象ࡿࡍ࡜環境要素 第㸱 環境影響評価等ࡢ対象ࡿࡍ࡜環境要素 

環境影響評価等ࡢ対象ࡿࡍ࡜環境要素ูࠊࡣ表第㸯࡟掲ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡿࡆ 環境影響評価等ࡢ対象ࡿࡍ࡜環境要素ูࠊࡣ表第㸯࡟掲ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡿࡆ 

ࡣ環境要素を追加又࡚ࡌ応࡟必要ࠊ࡚ࡋ事業特性及び地域特性を຺案ࠊ࠾࡞

削除ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

ࡣ環境要素を追加又࡚ࡌ応࡟必要ࠊ࡚ࡋ事業特性及び地域特性を຺案ࠊ࠾࡞

削除ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

第㸲 環境影響評価等ࡢ実施手㡰 第㸲 環境影響評価等ࡢ実施手㡰 

環境影響評価等ࠊࡣ原則࡚ࡋ࡜次ࡢ手㡰ࡾࡼ࡟実施ࠋࡿࡍ 環境影響評価等ࠊࡣ原則࡚ࡋ࡜次ࡢ手㡰ࡾࡼ࡟実施ࠋࡿࡍ 

㸯 配慮書ࡢ作成ࡘ࡟い࡚  
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。1) 事業計⏬ࡢ概要ࡢ策定  

第㸰ࡢ環境影響評価等実施ࡢ基本方針࡟沿࡚ࡗ事業計⏬ࡢ概要を策定ࡍ

 ࠋࡿ

 

。「) ఩置等࡟関ࡿࡍ複数案ࡢ設定  

計⏬段階配慮事業࡟係ࡿ఩置・規模又ࡣ工作物ࡢ構造・配置࡟関ࡿࡍ適

ษ࡞複数案㸦以ୗࠕ఩置等࡟関ࡿࡍ複数案ࠖ࡜いうࠋ㸧を設定࡜ࡇࡿࡍを

基本ࠊࡋ࡜఩置等࡟関ࡿࡍ複数案を設定࡞ࡋい場合ࡢࡑࠊࡣ理由を明࠿ࡽ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ࡟

 

。」) 予備調査  

計⏬段階配慮事㡯並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法を選定࡜ࡇࡿࡍを目

的ࠊ࡚ࡋ࡜地域特性を把握ࠊࡵࡓࡿࡍ予備調査を行うࠋ 

 

予備調査ูࠊࡣ表第㸰࡟掲ࡿࡆ㡯目ࡘ࡟い࡚ࠊ入手可能࡞最新ࡢ文献ࡑ

応࡟必要ࡣ又ࠊࡋ把握ࡾࡼ࡟㸧ࠋいう࡜既存文献等ࠖࠕ資料㸦以ୗࡢ他ࡢ

知見を有ࡿࡍ関࡟当ヱ㡯目ࡢ他ࡢࡑ専門家ࡣくࡋ地方公共団体若ࠊ国࡚ࡌ

状況をࡢ現地ࡣくࡋ若ࠊࡋ㸧ࠋいう࡜ࠖࡾྲྀࡁ聞ࠕ聴ྲྀ㸦以ୗࡽ࠿者ࡿࡍ

確認ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ把握ࠋࡿࡍ 

 

。4) 影響要因及び環境要素ࡢ抽出  

事業計⏬ࡢ概要及び予備調査ࡢ結果࡟基࡙ࠊࡁ環境࡟影響を及ぼࡑ࠾ࡍ

ࡓࢀࡉ設定ࠊ㸧及び環境要素をࠋいう࡜影響要因ࠖࠕ要因㸦以ୗࡿあࡢࢀ

఩置等࡟関ࡿࡍ複数案࡟࡜ࡈ抽出ࠋࡿࡍ 

 

。5) 計⏬段階配慮事㡯並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定  

抽出ࡢ結果࡟基࡙ࠊࡁ事業ࡿࡼ࡟環境影響ࡢ㔜大性࡟着目࡚ࡋ計⏬段階

配慮事㡯ࡢ選定を行いࠊ選定ࡓࡋ当ヱ事㡯㸦以ୗࠕ選定事㡯ࠖ࡜いうࠋ㸧

 ࠋ選定を行うࡢ手法ࡢ予測及び評価ࠊ調査࡟࡜ࡈ

 

。6) 計⏬段階配慮事㡯࡟係ࡿ調査ࠊ予測及び評価  

ア 調査  

選定事㡯ࡘ࡟い࡚適ษ࡟予測及び評価を行う࡟ࡵࡓ必要࡞程度࠾࡟い

情報を既存ࡿࡍ関࡟情報及び地域特性ࡿࡍ関࡟環境ࡿ係࡟選定事㡯ࠊ࡚

文献等ࡾࡼ࡟཰集ࡢࡑࠊࡋ結果を整理ࠊࡋ並び࡟解析ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ行

うࡢࡇࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ場合࠾࡟い࡚ࠊࡣ㔜大࡞環境影響を把握࡛ୖࡿࡍ必

要࡜認ࠊࡣࡁ࡜ࡿࢀࡽࡵ聞ࡾྲྀࡁを行い࠾࡞ࠊ必要࡞情報ࡀ得࡞ࢀࡽい

ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ情報を཰集ࡾࡼ࡟方法ࡢ他ࡢࡑ踏査ࠊ現地調査ࠊࡣࡁ࡜

 

イ 予測  
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計⏬段階配慮事業ࡢ実施ࡾࡼ࡟選定事㡯࡟及ぶࡢࢀࡑ࠾あࡿ環境影響

ࡢ充実ࡢ蓄積や既存文献等ࡢ知見ࠊࡾࡼ࡟方法࡞適ษࠊい࡚ࡘ࡟程度ࡢ

程度࡟応ࠊࡌ環境ࡢ状態ࡢ変化又ࡣ環境ࡢ࡬負荷ࡢ㔞ࡘ࡟い࡚ࠊ可能࡞

限ࡾ定㔞的࡟把握࡜ࡇࡿࡍを基本ࠊࡋ࡜定㔞的࡞把握ࡀ困㞴࡞場合ࡣ定

性的࡟把握ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶまࠊࡓ想定ࡿࢀࡉ予測ࡢ不

確実性ࡢ程度等ࡘ࡟い࡚整理ࠋࡿࡍ 

 

ウ 評価  

  調査及び予測ࡢ結果を踏まえࠊ఩置等࡟関ࡿࡍ複数案ࡀ設定࡚ࢀࡉい

い࡚環境影響ࡘ࡟選定事㡯ࡢ࡜ࡈ複数案ࡿࡍ関࡟当ヱ఩置等ࠊࡣ場合ࡿ

 ࠋࡿࡍ࡜を基本࡜ࡇࡿࡍを比較ࡽࢀࡇࠊࡋ程度を整理ࡢ

 

఩置等࡟関ࡿࡍ複数案ࡀ設定࡚ࢀࡉい࡞い場合ࠊࡣ選定事㡯ࡘ࡟い࡚

ࡉప減ࡣ又ࠊࢀࡉ範ᅖ内࡛回避࡞実行可能ࡾࡼ࡟事業者ࠊࡀ環境影響ࡢ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶい࡚評価を行うࡘ࡟࠿否࠿ࡿあ࡛ࡢࡶࡿい࡚ࢀ

ࡍ関࡟環境要素ࠊ࡚ࡗࡼ࡟市⏫村ࡣ県又ࠊ国ࠊい࡚࠾࡟場合ࡢࡽࢀࡇ

ࡽࢀࡇࠊࡣ場合ࡿい࡚ࢀࡉ示ࡀ目標ࡣ基準又ࡢࡽ࠿観点ࡢ保全ࡢ環境ࡿ

ࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ検討ࡾ限࡞可能ࡶい࡚ࡘ࡟࠿ࡿい࡚ࢀࡽᅗࡀ整合性ࡢ࡜

 ࠋࡿ

 

。7) 計⏬段階配慮事㡯ࡢ検討結果ࡢ活用  

方法書以降ࡢ手続࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ計⏬段階配慮事㡯ࡢ検討段階࠾࡟い࡚

実施ࡓࡋ調査ࠊ予測及び評価ࡢ結果を最大限活用ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

 

㸰 方法書ࡢ作成ࡘ࡟い࡚ 㸯 方法書ࡢ作成ࡘ࡟い࡚ 

。1) 事業計⏬ࡢ概要ࡢ策定 。1) 事業計⏬ࡢ概要ࡢ策定 

第㸰ࡢ環境影響評価等実施ࡢ基本方針࡟沿࡚ࡗ事業計⏬ࡢ概要を策定ࡍ

 ࠋࡿ

第㸰ࡢ環境影響評価等実施ࡢ基本方針࡟沿࡚ࡗ事業計⏬ࡢ概要を策定ࡍ

 ࠋࡿ

経緯ࡢ検討ࡿ係࡟配慮ࡢ環境保全ࡿࡅ࠾࡟過程ࡢま࡛ࡿ至࡟策定ࠊ࠾࡞

及びࡢࡑ内容ࡘ࡟い࡚明ࡼࡿࡁ࡛࡟࠿ࡽう整理ࠋࡿࡍ 

経緯ࡢ検討ࡿ係࡟配慮ࡢ環境保全ࡿࡅ࠾࡟過程ࡢま࡛ࡿ至࡟策定ࠊ࠾࡞

及びࡢࡑ内容ࡘ࡟い࡚明ࡼࡿࡁ࡛࡟࠿ࡽう整理ࠋࡿࡍ 

まࠊࡓ計⏬段階配慮事㡯ࡢ検討を行ࡓࡗ場合ࠊࡣ࡟配慮書ࡢ内容を踏ま

えࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ配慮書࡟対ࡿࡍ知事ࡢ意見を຺案ࠊࡋ配慮書࡟対ࡿࡍ環境

㸧ࠋいう࡜ఫ民意見ࠖࠕ意見㸦以ୗࡢ者ࡿࡍ意見を有ࡢࡽ࠿見地ࡢ保全ࡢ

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ概要を作成ࡢ⏬事業計࡚ࡋ配意࡟

 

。「) 予備調査 。「) 予備調査 

環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法を選定࡜ࡇࡿࡍを

目的ࠊ࡚ࡋ࡜地域特性を把握ࠊࡵࡓࡿࡍ第㸲ࡢ㸯ࡢ㸦」㸧ࡢ例ࡾࡼ࡟予備調

環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法を選定࡜ࡇࡿࡍを

目的ࠊ࡚ࡋ࡜地域特性を把握ࠊࡵࡓࡿࡍ予備調査を行うࠋ 
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査を行うࠋ 

㸦削ࠋࡿ㸧 予備調査ูࠊࡣ表第㸰࡟掲ࡿࡆ㡯目ࡘ࡟い࡚ࠊ入手可能࡞最新ࡢ文献ࡑ

ࡌ応࡟必要ࡣ又ࠊࡋ把握ࡾࡼ࡟㸧ࠋいう࡜既存文献等ࠖࠕ資料。以ୗࡢ他ࡢ

࡚国ࠊ関係地方公共団体若ࡋくࡣ専門家ࡢࡑ他ࡢ当ヱ㡯目࡟関ࡿࡍ知見を

有ࡿࡍ者ࡽ࠿聴ྲྀ㸦以ୗࠕ聞࡜ࠖࡾྲྀࡁいうࠋ㸧ࠊࡋ若ࡋくࡣ現地ࡢ状況

を確認ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ把握ࠋࡿࡍ 

予備調査ࡢ結果࡟応ࠊ࡚ࡌ環境ࡢ保全ࡢ観点ࡽ࠿事業計⏬ࡢ概要を見直

 ࠋࡍ

予備調査ࡢ結果࡟応ࠊ࡚ࡌ環境ࡢ保全ࡢ観点ࡽ࠿事業計⏬ࡢ概要を見直

 ࠋࡍ

。」) 影響要因及び環境要素ࡢ抽出 。」) 影響要因及び環境要素ࡢ抽出 

事業計⏬ࡢ概要及び予備調査ࡢ結果࡟基࡙ࠊࡁ影響要因及び環境要素を

抽出ࠋࡿࡍ 

事業計⏬ࡢ概要及び予備調査ࡢ結果࡟基࡙ࠊࡁ環境࡟影響を及ぼࡑ࠾ࡍ

 ࠋࡿࡍ㸧及び環境要素を抽出ࠋいう࡜影響要因ࠖࠕ要因㸦以ୗࡿあࡀࢀ

。4) 環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ予備選定 。4) 環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ予備選定 

第㸴ࡢ例ࡾࡼ࡟環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ

選定を行うࠋ 

第㸳ࡢ例ࡾࡼ࡟環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ

選定を行うࠋ 

㸱 準備書ࡢ作成ࡘ࡟い࡚ 㸰 準備書ࡢ作成ࡘ࡟い࡚ 

。1) 環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定 。1) 環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定 

方法書࡟対ࡿࡍ知事ࡢ意見を຺案ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ方法書࡟対ࡿࡍఫ民意

見࡟配意࡚ࡋ環境影響評価ࡢ㡯目ࡢ選定を行いࠊ選定ࡓࡋ当ヱ㡯目㸦以ୗ

 ࠋ選定を行うࡢ手法ࡢ予測及び評価ࠊ調査࡟࡜ࡈ㸧ࠋいう࡜選定㡯目ࠖࠕ

方法書࡟対ࡿࡍ知事ࡢ意見を຺案ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ方法書࡟対ࡿࡍ環境ࡢ

保全ࡢ見地ࡢࡽ࠿意見を有ࡿࡍ者ࡢ意見㸦以ୗࠕఫ民意見ࠖ࡜いうࠋ㸧࡟

配意࡚ࡋ環境影響評価ࡢ㡯目ࡢ選定を行いࠊ選定ࡓࡋ当ヱ㡯目㸦以ୗࠕ選

定㡯目ࠖ࡜いうࠋ㸧࡟࡜ࡈ調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定を行うࠋ 

。「) 調査 。「) 調査 

対象事業実施区域及びࡢࡑ周辺区域ࡢ選定㡯目࡟係ࡿ環境を把握ࠊࡋ予

測及び評価࡟必要࡞情報を得ࡵࡓࡿ調査を行うࠋ 

対象事業実施区域及びࡢࡑ周辺区域ࡢ選定㡯目࡟係ࡿ環境を把握ࠊࡋ予

測及び評価࡟必要࡞情報を得ࡵࡓࡿ調査を行うࠋ 

。」) 予測及び評価ࡢ手法ࡢ再検討 。」) 予測及び評価ࡢ手法ࡢ再検討 

調査ࡢ結果ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定࡟係ࡿ新࡞ࡓ事情ࡀ明࡞࡟࠿ࡽ

 ࠋを行うࡋ見直ࡢ手法ࡢࡑ࡚ࡌ応࡟必要ࠊࡣ࡚ࡗあ࡟場合ࡓࡗ

調査ࡢ結果ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定࡟係ࡿ新࡞ࡓ事情ࡀ明࡞࡟࠿ࡽ

 ࠋを行うࡋ見直ࡢ手法ࡢࡑ࡚ࡌ応࡟必要ࠊࡣ࡚ࡗあ࡟場合ࡓࡗ

。4) 予測 。4) 予測 

選定㡯目࡟係ࡿ環境影響ࡢ内容及び程度を把握ࠊࡋ環境ࡢ保全ࡢࡵࡓࡢ

措置㸦以ୗࠕ環境保全措置ࠖ࡜いうࠋ㸧ࡢ検討࡟必要࡞情報を得ࡵࡓࡿ予測

を行うࠋ 

選定㡯目࡟係ࡿ環境影響ࡢ内容及び程度を把握ࠊࡋ環境ࡢ保全ࡢࡵࡓࡢ

措置㸦以ୗࠕ環境保全措置ࠖ࡜いうࠋ㸧ࡢ検討࡟必要࡞情報を得ࡵࡓࡿ予測

を行うࠋ 

。5) 環境保全措置ࡢ検討 。5) 環境保全措置ࡢ検討 

予測ࡢ結果࡟基࡙ࠊࡁ選定㡯目࡟係ࡿ環境保全措置を検討ࠋࡿࡍ 予測ࡢ結果࡟基࡙ࠊࡁ選定㡯目࡟係ࡿ環境保全措置を検討ࠋࡿࡍ 

事業ࡓࡋ見直࡟並びࡋ見直ࡢ⏬事業計࡚ࡌ応࡟必要ࠊ結果ࡢ検討ࠊ࠾࡞ 事業ࡓࡋ見直࡟並びࡋ見直ࡢ⏬事業計࡚ࡌ応࡟必要ࠊ結果ࡢ検討ࠊ࠾࡞
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計⏬࡟係ࡿ調査及び予測を行うࠋ 計⏬࡟係ࡿ調査及び予測を行うࠋ 

。6) 評価 。6) 評価 

調査ࠊ予測及び環境保全措置ࡢ検討ࡢ結果࡟基࡙ࠊࡁ環境ࡢ保全ࡘ࡟い

評価を行ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍを検討࠿う࡝࠿ࡿい࡚ࢀࡉ࡞࡟適ṇࡀ配慮ࡢ࡚

うࠋ 

調査ࠊ予測及び環境保全措置ࡢ検討ࡢ結果࡟基࡙ࠊࡁ環境ࡢ保全ࡘ࡟い

評価を行ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍを検討࠿う࡝࠿ࡿい࡚ࢀࡉ࡞࡟適ṇࡀ配慮ࡢ࡚

うࠋ 

 ࠋࡿࡍ環境保全措置を再検討࡚ࡌ応࡟必要ࠊ࠾࡞ ࠋࡿࡍ環境保全措置を再検討࡚ࡌ応࡟必要ࠊ࠾࡞

。7) 総合評価 。7) 総合評価 

࡟࡜ࡇࡿࡍ関係を検討ࡢ相互ࡢ評価結果ࠊい࡚ࡘ࡟選定㡯目ࡢࢀࡒࢀࡑ

 ࠋ総合評価を行うࡾࡼ

࡟࡜ࡇࡿࡍ関係を検討ࡢ相互ࡢ評価結果ࠊい࡚ࡘ࡟選定㡯目ࡢࢀࡒࢀࡑ

 ࠋ総合評価を行うࡾࡼ

࡟必要ࠊࡣ࡚ࡗあ࡟場合ࡿࡎ生ࡀ不整合࡟関係ࡢ相互ࡢ評価結果ࠊ࠾࡞

応࡚ࡌ環境保全措置を再検討ࠋࡿࡍ 

࡟必要ࠊࡣ࡚ࡗあ࡟場合ࡿࡎ生ࡀ不整合࡟関係ࡢ相互ࡢ評価結果ࠊ࠾࡞

応࡚ࡌ環境保全措置を再検討ࠋࡿࡍ 

。8) 事ᚋ調査計⏬ 。8) 事ᚋ調査計⏬ 

調査ࠊ予測及び評価ࡢ結果並び࡟環境保全措置ࡢ効果を検証ࠊࡵࡓࡿࡍ

調査ࠊ予測ࠊ環境保全措置ࡢ検討及び評価ࡢ結果࡟基࡙ࡢࡽࢀࡑࠊࡁ不確

実性ࡢ程度等を検討ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ事ᚋ調査ࡢ計⏬㸦以ୗࠕ事ᚋ調査計

 ࠋࡿࡍ㸧を策定ࠋいう࡜ࠖ⏬

調査ࠊ予測及び評価ࡢ結果並び࡟環境保全措置ࡢ効果を検証ࠊࡵࡓࡿࡍ

調査ࠊ予測ࠊ環境保全措置ࡢ検討及び評価ࡢ結果࡟基࡙ࡢࡽࢀࡑࠊࡁ不確

実性ࡢ程度等を検討ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ事ᚋ調査ࡢ計⏬㸦以ୗࠕ事ᚋ調査計

 ࠋࡿࡍ㸧を策定ࠋいう࡜ࠖ⏬

ࠊ地点及び期間ࠊ地域ࠊ手法ࠊ㡯目ࡢ事ᚋ調査ࠊࡣ⏬事ᚋ調査計ࠊ࠾࡞

時期又ࡣ時間帯㸦以ୗࠕ期間等ࠖ࡜いうࠋ㸧を選定ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ事ᚋ調

査報告書ࡢ作成ࡢ時期ࡘ࡟い࡚ࡶ定ࠋࡿࡵ 

ࠊ地点及び期間ࠊ地域ࠊ手法ࠊ㡯目ࡢ事ᚋ調査ࠊࡣ⏬事ᚋ調査計ࠊ࠾࡞

時期又ࡣ時間帯㸦以ୗࠕ期間等ࠖ࡜いうࠋ㸧を選定ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ事ᚋ調

査報告書ࡢ作成ࡢ時期ࡘ࡟い࡚ࡶ定ࠋࡿࡵ 

㸲 評価書ࡢ作成ࡘ࡟い࡚ 㸱 評価書ࡢ作成ࡘ࡟い࡚ 

準備書࡟対ࡿࡍ知事ࡢ意見を຺案ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ準備書࡟対ࡿࡍఫ民意見

⏬事業計ࠊࡋい࡚再検討ࡘ࡟事㡯ࡿࡆ掲࡟次ࡓࢀࡉ記載࡟準備書࡚ࡋ配意࡟

を確定ࠋࡿࡍ 

準備書࡟対ࡿࡍ知事ࡢ意見を຺案ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ準備書࡟対ࡿࡍఫ民意見

⏬事業計ࠊࡋい࡚再検討ࡘ࡟事㡯ࡿࡆ掲࡟次ࡓࢀࡉ記載࡟準備書࡚ࡋ配意࡟

を確定ࠋࡿࡍ 

。1) 対象事業実施区域及びࡢࡑ周ᅖࡢ概況 。1) 対象事業実施区域及びࡢࡑ周ᅖࡢ概況 

。「) 環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法 。「) 環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法 

。」) 調査ࡢ結果ࡢ概要並び࡟予測及び評価ࡢ結果 。」) 調査ࡢ結果ࡢ概要並び࡟予測及び評価ࡢ結果 

。4) 環境保全措置 。4) 環境保全措置 

。5) 総合評価ࡢ結果 。5) 総合評価ࡢ結果 

。6) 事ᚋ調査計⏬ 。6) 事ᚋ調査計⏬ 

㸳 事ᚋ調査計⏬書ࡢ作成ࡘ࡟い࡚ 㸲 事ᚋ調査計⏬書ࡢ作成ࡘ࡟い࡚ 

事業計⏬ࡢ変更及び周ᅖࡢ環境ࡢ変化を踏まえ､評価書ࡿࡅ࠾࡟事ᚋ調査

計⏬を見直ࠊࡋ次࡟掲ࡿࡆ事㡯を記載ࡓࡋ事ᚋ調査計⏬書を作成ࠋࡿࡍ 

事業計⏬ࡢ変更及び周ᅖࡢ環境ࡢ変化を踏まえ､評価書ࡿࡅ࠾࡟事ᚋ調査

計⏬を見直ࠊࡋ次࡟掲ࡿࡆ事㡯を記載ࡓࡋ事ᚋ調査計⏬書を作成ࠋࡿࡍ 

。1) 事業者又ࡣ環境影響評価法㸦ᖹ成㸷ᖺ法ᚊ第81号ࠋ以ୗࠕ法ࠖ࡜いうࠋ㸧 。1) 事業者又ࡣ環境影響評価法㸦ᖹ成㸷ᖺ法ᚊ第81号ࠋ以ୗࠕ法ࠖ࡜いうࠋ㸧
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第㸰条第㸳㡯࡟規定ࡿࡍ事業者ࡢ氏ྡ及びఫ所㸦法人࡟あྡࡢࡑࠊࡣ࡚ࡗ

称ࠊ代表者ࡢ氏ྡ及び主ࡿࡓ事ົ所ࡢ所在地㸧 

第㸰条第㸳㡯࡟規定ࡿࡍ事業者ࡢ氏ྡ及びఫ所㸦法人࡟あྡࡢࡑࠊࡣ࡚ࡗ

称ࠊ代表者ࡢ氏ྡ及び主ࡿࡓ事ົ所ࡢ所在地㸧 

。「) 対象事業又ࡣ法第㸰条第㸲㡯࡟規定ࡿࡍ対象事業ࡢ内容 。「) 対象事業又ࡣ法第㸰条第㸲㡯࡟規定ࡿࡍ対象事業ࡢ内容 

。」) 事ᚋ調査ࡢ㡯目ࠊ手法ࠊ地域ࠊ地点及び期間等 。」) 事ᚋ調査ࡢ㡯目ࠊ手法ࠊ地域ࠊ地点及び期間等 

。4) 事ᚋ調査報告書ࡢ作成時期 。4) 事ᚋ調査報告書ࡢ作成時期 

㸴 事ᚋ調査報告書ࡢ作成ࡘ࡟い࡚ 㸳 事ᚋ調査報告書ࡢ作成ࡘ࡟い࡚ 

。1) 事ᚋ調査結果ࡢ検討 。1) 事ᚋ調査結果ࡢ検討 

調査ࠊ予測及び評価ࡢ結果並び࡟環境保全措置ࡢ効果を検証ࠊࡵࡓࡿࡍ

事ᚋ調査計⏬書࡟対ࡿࡍ知事ࡢ意見を຺案ࠊ࡛ୖࡓࡋ事ᚋ調査計⏬を再検

討ࠊࡋ当ヱ計⏬㸦事ᚋ調査計⏬書を作成࡚ࡋい࡞い場合ࠊࡣ評価書࡟記載

 ࠋࡿࡍ結果を検討ࡢࡑࠊ事ᚋ調査を行いࡁ基࡙࡟事ᚋ調査計⏬㸧ࡓࢀࡉ

調査ࠊ予測及び評価ࡢ結果並び࡟環境保全措置ࡢ効果を検証ࠊࡵࡓࡿࡍ

事ᚋ調査計⏬書࡟対ࡿࡍ知事ࡢ意見を຺案ࠊ࡛ୖࡓࡋ事ᚋ調査計⏬を再検

討ࠊࡋ当ヱ計⏬㸦事ᚋ調査計⏬書を作成࡚ࡋい࡞い場合ࠊࡣ評価書࡟記載

 ࠋࡿࡍ結果を検討ࡢࡑࠊ事ᚋ調査を行いࡁ基࡙࡟事ᚋ調査計⏬㸧ࡓࢀࡉ

事ᚋ調査結果࡜環境影響評価ࡢ結果࡟不整合ࡀ生ࡿࡎ場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗ

必要࡟応࡚ࡌ環境保全措置を見直ࠋࡍ 

事ᚋ調査結果࡜環境影響評価ࡢ結果࡟不整合ࡀ生ࡿࡎ場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗ

必要࡟応࡚ࡌ環境保全措置を見直ࠋࡍ 

。「) 事ᚋ調査報告書ࡢ記載事㡯 。「) 事ᚋ調査報告書ࡢ記載事㡯 

 次࡟掲ࡿࡆ事㡯を記載ࡓࡋ事ᚋ調査報告書を作成ࠋࡿࡍ  次࡟掲ࡿࡆ事㡯を記載ࡓࡋ事ᚋ調査報告書を作成ࠋࡿࡍ 

ア 第㸲ࡢ㸳1。ࡢ)及び。「)࡟掲ࡿࡆ事㡯 ア 第㸲ࡢ㸲1。ࡢ)及び。「)࡟掲ࡿࡆ事㡯 

イ 事ᚋ調査ࡢ状況 イ 事ᚋ調査ࡢ状況 

。㺏) 事ᚋ調査ࡢ㡯目ࠊ手法ࠊ地域ࠊ地点及び期間等 。㺏) 事ᚋ調査ࡢ㡯目ࠊ手法ࠊ地域ࠊ地点及び期間等 

。㺐) 事ᚋ調査ࡢ結果 。㺐) 事ᚋ調査ࡢ結果 

。㺑) 。㺐)࡟応࡚ࡌ見直ࡓࡋ環境保全措置ࡢ内容 。㺑) 。㺐)࡟応࡚ࡌ見直ࡓࡋ環境保全措置ࡢ内容 

ウ 環境保全措置ࡢ状況 ウ 環境保全措置ࡢ状況 

。㺏) 工事ࡢ実施中࠾࡟い࡚ࠊ事ᚋ調査ࡢ状況࡟応࡚ࡌ講ࡿࢀࡽࡌ環境保

全措置ࡢ状況 

。㺏) 工事ࡢ実施中࠾࡟い࡚ࠊ事ᚋ調査ࡢ状況࡟応࡚ࡌ講ࡿࢀࡽࡌ環境保全

措置ࡢ状況 

。㺐) 供用開始ᚋ࠾࡟い࡚ࠊ実施ࡿࢀࡉ全࡚ࡢ環境保全措置ࡢ状況 。㺐) 供用開始ᚋ࠾࡟い࡚ࠊ実施ࡿࢀࡉ全࡚ࡢ環境保全措置ࡢ状況 

エ 事ᚋ調査計⏬書࡟対ࡿࡍ知事ࡢ意見ࡘ࡟い࡚ࡢ事業者見解 エ 事ᚋ調査計⏬書࡟対ࡿࡍ知事ࡢ意見ࡘ࡟い࡚ࡢ事業者見解 

第㸳 計⏬段階配慮事㡯並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定  

㸯 第㸲ࡢ㸯ࡢ(5。ࡢ計⏬段階配慮事㡯ࡢ選定ࠊࡣ事業特性及び地域特性を຺案

㔜大ࡾࡼ࡟当ヱ影響要因ࠊࡀ伴う影響要因࡟実施ࡢ計⏬段階配慮事業ࠊୖࡢ

客観ࠊい࡚ࡘ࡟㔜大性ࡢ影響ࡍ及ぼ࡟環境要素ࡿあࡀࢀࡑ࠾ࡿࡅ影響をཷ࡞

的ࡘ࠿科学的࡟検討ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ行いࡢࡑࠊ結果及び理由を様式࡟準࡚ࡌ

まࡢࡇࠋࡿࡵ࡜場合࠾࡟い࡚ࠊ計⏬段階配慮事業ࡢ一部ࠊ࡚ࡋ࡜事業実施想

定区域࡟あࡿ工作物ࡢ撤去若ࡋくࡣ廃棄ࡀ行わࡿࢀ場合ࠊ又ࡣ当ヱ事業ࡢ実

施ᚋࠊ当ヱ事業ࡢ目的࡟含まࡿࢀ工作物ࡢ撤去若ࡋくࡣ廃棄ࡀ行わ࡜ࡇࡿࢀ
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ࡘ࡟影響要因ࡿ係࡟廃棄ࡣくࡋ撤去若ࡢࡽࢀࡇࠊࡣ࡟場合ࡿい࡚ࢀࡉ予定ࡀ

い࡚ࡶ整理ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

㸰 第㸲ࡢ㸯ࡢ(5。ࡢ調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定ࠊࡣ様式࡟準࡚ࡌまࡵ࡜

及ࡀ特性及び計⏬段階配慮事業ࡢ選定事㡯࡟࡜ࡈ選定事㡯ࠊࡁ基࡙࡟結果ࡓ

ぼࡀࢀࡑ࠾ࡍあࡿ環境影響ࡢ㔜大性ࡘ࡟い࡚事業特性及び地域特性を຺案ࡢ

 ࠋ行うࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ検討࡟科学的ࡘ࠿客観的ࠊୖ

 

㸱 計⏬段階配慮事㡯並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ留

意事㡯 

 

。1) 地域特性を຺案࡟ࡿࡍ当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ当ヱ地域特性ࡀ時間ࡢ経過࡟伴࡚ࡗ

変化࡛ࡢࡶࡿࡍあ࡜ࡇࡿを踏まえࠋ࡜ࡇࡿ 

 

。「) 計⏬段階配慮事㡯並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定を行ࡁ࡜ࡓࡗ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍう整理ࡼࡿࡁ࡛࡟࠿ࡽ理由を明ࡢࡑࠊࡣ

 

。」) 計⏬段階配慮事㡯並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ

事業ࡿࡼ࡟㔜大࡞環境影響ࡢ程度及び当ヱ環境影響ࡀ回避ࠊࢀࡉ又ࡣప減

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡜手法ࡿࡁ把握࡛࡟程度を適ษࡢ効果ࡿࢀࡉ

 

。4) 計⏬段階配慮事㡯並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ

予備調査ࡾࡼ࡟把握ࡓࡋ情報を踏まえࠊ必要࡟応࡚ࡌ専門家ࡢࡑ他ࡢ環境

影響࡟関ࡿࡍ知見を有ࡿࡍ者㸦以ୗࠕ専門家等ࠖ࡜いうࠋ㸧ࡢຓ言をཷࡅ

࡚行うࠋ࡜ࡇ 

 

。5) 専門家等ࡢຓ言をཷࡢࡑࠊࡣࡁ࡜ࡓࡅ内容及び専門家等ࡢ専門ศ㔝を明

明ࡶい࡚ࡘ࡟種ูࡢ所属機関ࡢ専門家等ࠊࡓまࠋ࡜ࡇࡿࡍ整理ࠊࡋ࡟࠿ࡽ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡵうດࡼࡿࡍ࡟࠿ࡽ

 

第㸴 環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定 第㸳 環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定 

㸯 第㸲ࡢ㸱ࡢ(1。ࡢ環境影響評価ࡢ㡯目ࡢ選定ࠊࡣ事業特性及び地域特性を຺

案ࠊୖࡢ対象事業ࡢ実施࡟伴う影響要因ࡀ環境要素࡟及ぼࡍ影響ࡢ㔜大性࡟

結果及び理由を様ࡢࡑࠊ行いࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ検討࡟科学的ࡘ࠿い࡚客観的ࡘ

式࡟まࡢࡇࠋࡿࡵ࡜場合࠾࡟い࡚ࠊ対象事業ࡢ一部ࠊ࡚ࡋ࡜対象事業実施区

域࡟あࡿ工作物ࡢ撤去若ࡋくࡣ廃棄ࡀ行わࡿࢀ場合ࠊ又ࡣ当ヱ事業ࡢ実施ᚋࠊ

当ヱ事業ࡢ目的࡟含まࡿࢀ工作物ࡢ撤去若ࡋくࡣ廃棄ࡀ行わࡀ࡜ࡇࡿࢀ予定

ࡶい࡚ࡘ࡟影響要因ࡿ係࡟廃棄ࡣくࡋ撤去若ࡢࡽࢀࡇࠊࡣ࡟場合ࡿい࡚ࢀࡉ

整理ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

㸯 第㸲ࡢ㸰ࡢ(1。ࡢ環境影響評価ࡢ㡯目ࡢ選定ࠊࡣ事業特性及び地域特性を຺

案ࠊୖࡢ対象事業ࡢ実施࡟伴う影響要因ࡀ環境要素࡟及ぼࡍ影響ࡢ㔜大性࡟

結果及び理由を様ࡢࡑࠊ行いࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ検討࡟科学的ࡘ࠿い࡚客観的ࡘ

式࡟まࡢࡇࠋࡿࡵ࡜場合࠾࡟い࡚ࠊ対象事業ࡢ一部ࠊ࡚ࡋ࡜対象事業実施区

域࡟あࡿ工作物ࡢ撤去若ࡋくࡣ廃棄ࡀ行わࡿࢀ場合ࠊ又ࡣ当ヱ事業ࡢ実施ᚋࠊ

当ヱ事業ࡢ目的࡟含まࡿࢀ工作物ࡢ撤去若ࡋくࡣ廃棄ࡀ行わࡀ࡜ࡇࡿࢀ予定

ࡶい࡚ࡘ࡟影響要因ࡿ係࡟廃棄ࡣくࡋ撤去若ࡢࡽࢀࡇࠊࡣ࡟場合ࡿい࡚ࢀࡉ

整理ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

㸰 環境影響評価㡯目ࡢ選定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ環境࡟及ぼࡍ影響ࡢ程度࡟応࡚ࡌ

次ࡾ࠾࡜ࡢศ類ࠋࡿࡍ 

㸰 環境影響評価㡯目ࡢ選定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ環境࡟及ぼࡍ影響ࡢ程度࡟応࡚ࡌ

次ࡾ࠾࡜ࡢศ類ࠋࡿࡍ 
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。1) 㔜点化㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価をヲ細࡟行う㡯目㸧 。1) 㔜点化㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価をヲ細࡟行う㡯目㸧 

。「) 標準㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を標準的࡟行う㡯目㸧 。「) 標準㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を標準的࡟行う㡯目㸧 

。」) 簡略化㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を簡略化࡚ࡋ行う㡯目㸧 。」) 簡略化㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を簡略化࡚ࡋ行う㡯目㸧 

。4) 非選定㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を行わ࡞い㡯目㸧 。4) 非選定㡯目㸦調査ࠊ予測及び評価を行わ࡞い㡯目㸧 

㸱 第㸲ࡢ㸱ࡢ(1。ࡢ調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定ࠊࡣ様式࡟まࡓࡵ࡜結果

あࡀࢀࡑ࠾ࡍ及ぼࡀ特性及び対象事業ࡢ選定㡯目࡟࡜ࡈ選定㡯目ࠊࡁ基࡙࡟

ࡘ࠿客観的ࠊୖࡢい࡚事業特性及び地域特性を຺案ࡘ࡟㔜大性ࡢ環境影響ࡿ

科学的࡟検討ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ行うࠋ 

㸱 第㸲ࡢ㸰ࡢ(1。ࡢ調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定ࠊࡣ様式࡟まࡓࡵ࡜結果

あࡀࢀࡑ࠾ࡍ及ぼࡀ特性及び対象事業ࡢ選定㡯目࡟࡜ࡈ選定㡯目ࠊࡁ基࡙࡟

ࡘ࠿客観的ࠊୖࡢい࡚事業特性及び地域特性を຺案ࡘ࡟㔜大性ࡢ環境影響ࡿ

科学的࡟検討ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ行うࠋ 

㸲 環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ

留意事㡯 

㸲 環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ

留意事㡯 

。1) 地域特性を຺案࡟ࡿࡍ当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ当ヱ地域特性ࡀ時間ࡢ経過࡟伴࡚ࡗ

変化࡛ࡢࡶࡿࡍあ࡜ࡇࡿを踏まえࠋ࡜ࡇࡿ 

。1) 地域特性を຺案࡟ࡿࡍ当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ当ヱ地域特性ࡀ時間ࡢ経過࡟伴࡚ࡗ

変化࡛ࡢࡶࡿࡍあ࡜ࡇࡿを踏まえࠋ࡜ࡇࡿ 

。「) 環境影響評価ࡢ㡯目ࡢ選定ࠊ選定㡯目ࡢศ類並び࡟調査ࠊ予測及び評価

ࡇࡿࡍう整理ࡼࡿࡁ࡛࡟࠿ࡽ理由を明ࡢࡑࠊࡣࡁ࡜ࡓࡗ選定を行ࡢ手法ࡢ

 ࠋ࡜

。「) 環境影響評価ࡢ㡯目ࡢ選定ࠊ選定㡯目ࡢศ類並び࡟調査ࠊ予測及び評価

ࡇࡿࡍう整理ࡼࡿࡁ࡛࡟࠿ࡽ理由を明ࡢࡑࠊࡣࡁ࡜ࡓࡗ選定を行ࡢ手法ࡢ

 ࠋ࡜

。」) 環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定࡟当࡚ࡗࡓ

ຓ言ࡢ専門家等࡚ࡌ応࡟必要ࠊ情報を踏まえࡓࡋ把握ࡾࡼ࡟予備調査ࠊࡣ

をཷ࡚ࡅ行うࠋ࡜ࡇ 

。」) 環境影響評価ࡢ㡯目並び࡟調査ࠊ予測及び評価ࡢ手法ࡢ選定࡟当࡚ࡗࡓ

ࡢ他ࡢࡑ専門家࡚ࡌ応࡟必要ࠊ情報を踏まえࡓࡋ把握ࡾࡼ࡟予備調査ࠊࡣ

環境影響࡟関ࡿࡍ知見を有ࡿࡍ者㸦以ୗࠕ専門家等ࠖ࡜いうࠋ㸧ࡢຓ言を

 ࠋ࡜ࡇ行う࡚ࡅཷ

。4) 専門家等ࡢຓ言をཷࡢࡑࠊࡣࡁ࡜ࡓࡅ内容及び専門家等ࡢ専門ศ㔝を明

明ࡶい࡚ࡘ࡟種ูࡢ所属機関ࡢ専門家等ࠊࡓまࠋ࡜ࡇࡿࡍ整理ࠊࡋ࡟࠿ࡽ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡵうດࡼࡿࡍ࡟࠿ࡽ

。4) 専門家等ࡢຓ言をཷࡢࡑࠊࡣࡁ࡜ࡓࡅ内容及び専門家等ࡢ専門ศ㔝を明

明ࡶい࡚ࡘ࡟種ูࡢ所属機関ࡢ専門家等ࠊࡓまࠋ࡜ࡇࡿࡍ整理ࠊࡋ࡟࠿ࡽ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡵうດࡼࡿࡍ࡟࠿ࡽ

第㸵 調査 第㸴 調査 

第㸲ࡢ㸱ࡢ(」。ࡢ調査࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ選定㡯目ࡢ特性ࠊ事業特性及び地域特性

を຺案࡚ࡋ行うࠋ 

第㸲ࡢ㸰ࡢ(」。ࡢ調査࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ選定㡯目ࡢ特性ࠊ事業特性及び地域特性

を຺案࡚ࡋ行うࠋ 

㸯 調査ࡢ内容 㸯 調査ࡢ内容 

調査ࡢ内容ูࠊࡣ表第㸱ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 調査ࡢ内容ูࠊࡣ表第㸱ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

㸰 調査ࡢ方法 㸰 調査ࡢ方法 

調査ࡢ方法ูࠊࡣ表第㸱ࠊࡋ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ既存文献等ࡢ入手ࠊ聞ࡾྲྀࡁ又ࡣ

現地調査ࡢࡑ他ࡢ方法ࡾࡼ࡟調査ࡁ࡭ࡍ情報を཰集ࡢࡑࠊࡋ結果を整理ࠊࡋ

及び解析ࡿࡍ方法ࠋࡿࡍ࡜ 

調査ࡢ方法ูࠊࡣ表第㸱ࠊࡋ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ既存文献等ࡢ入手ࠊ聞ࡾྲྀࡁ又ࡣ

現地調査ࡢࡑ他ࡢ方法ࡾࡼ࡟調査ࡁ࡭ࡍ情報を཰集ࡢࡑࠊࡋ結果を整理ࠊࡋ

及び解析ࡿࡍ方法ࠋࡿࡍ࡜ 

ࡿࢀࡉ࡜必要ࡀ情報࡞ヲ細ࡾࡼࡣ情報又࡞ࡓ新ࠊࡾࡼ࡟解析結果等ࠊ࠾࡞

場合࡟あࡣ࡚ࡗ補足調査を行うࠋ 

ࡿࢀࡉ࡜必要ࡀ情報࡞ヲ細ࡾࡼࡣ情報又࡞ࡓ新ࠊࡾࡼ࡟解析結果等ࠊ࠾࡞

場合࡟あࡣ࡚ࡗ補足調査を行うࠋ 
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㸱 調査地域 㸱 調査地域 

調査ࡢ対象ࡿࡍ࡜地域㸦以ୗࠕ調査地域ࠖ࡜いうࠋ㸧ูࠊࡣ表第㸱࠾࡜ࡢ

環境影響をࡿ係࡟環境要素ࡿࡍ関࡟選定㡯目ࡾࡼ࡟実施ࡢ対象事業ࠊࡋ࡜ࡾ

区ࡢ周辺ࡢࡑ区域及びࡿࢀࡉ変更ࡀ形状ࡢ土地ࡣ地域又ࡿあࡀࢀࡑ࠾ࡿࡅཷ

域ࡢࡑ他ࡢ調査࡟適ษ࡞範ᅖ࡛あ࡜ࡿ認ࡿࢀࡽࡵ地域ࠋࡿࡍ࡜ 

調査ࡢ対象ࡿࡍ࡜地域㸦以ୗࠕ調査地域ࠖ࡜いうࠋ㸧ูࠊࡣ表第㸱࠾࡜ࡢ

環境影響をࡿ係࡟環境要素ࡿࡍ関࡟選定㡯目ࡾࡼ࡟実施ࡢ対象事業ࠊࡋ࡜ࡾ

区ࡢ周辺ࡢࡑ区域及びࡿࢀࡉ変更ࡀ形状ࡢ土地ࡣ地域又ࡿあࡀࢀࡑ࠾ࡿࡅཷ

域ࡢࡑ他ࡢ調査࡟適ษ࡞範ᅖ࡛あ࡜ࡿ認ࡿࢀࡽࡵ地域ࠋࡿࡍ࡜ 

㸲 調査地点 㸲 調査地点 

調査࡟当ࡾࡓ一定ࡢ地点࡟関ࡿࡍ情報を㔜点的࡟཰集ࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡍ場合

ࠊࡋ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ表第㸱ูࠊࡣ㸧ࠋいう࡜調査地点ࠖࠕ当ヱ地点㸦以ୗࡿࡅ࠾࡟

調査内容及び特࡟環境影響をཷࡀࢀࡑ࠾ࡿࡅあࡿ対象ࡢ状況を踏まえࠊ地域

を代表ࡿࡍ地点ࡢࡑ他ࡢ調査࡟適ษࡘ࠿効果的࡛あ࡜ࡿ認ࡿࢀࡽࡵ地点ࡍ࡜

 ࠋࡿ

調査࡟当ࡾࡓ一定ࡢ地点࡟関ࡿࡍ情報を㔜点的࡟཰集ࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡍ場合

ࠊࡋ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ表第㸱ูࠊࡣ㸧ࠋいう࡜調査地点ࠖࠕ当ヱ地点㸦以ୗࡿࡅ࠾࡟

調査内容及び特࡟環境影響をཷࡀࢀࡑ࠾ࡿࡅあࡿ対象ࡢ状況を踏まえࠊ地域

を代表ࡿࡍ地点ࡢࡑ他ࡢ調査࡟適ษࡘ࠿効果的࡛あ࡜ࡿ認ࡿࢀࡽࡵ地点ࡍ࡜

 ࠋࡿ

㸳 調査期間等 㸳 調査期間等 

調査࡟係ࡿ期間等㸦以ୗࠕ調査期間等ࠖ࡜いうࠋ㸧ูࠊࡣ表第㸱ࡾ࠾࡜ࡢ

ࡵ認࡜ࡿ効果的࡛あࡘ࠿適ษ࡟調査ࠊ内容を踏まえࡢ情報ࡁ࡭ࡍ調査ࠊࡋ࡜

 ࠋࡿࡍ࡜期間等ࡿࢀࡽ

調査࡟係ࡿ期間等㸦以ୗࠕ調査期間等ࠖ࡜いうࠋ㸧ูࠊࡣ表第㸱ࡾ࠾࡜ࡢ

ࡵ認࡜ࡿ効果的࡛あࡘ࠿適ษ࡟調査ࠊ内容を踏まえࡢ情報ࡁ࡭ࡍ調査ࠊࡋ࡜

 ࠋࡿࡍ࡜期間等ࡿࢀࡽ

㸴 調査࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 㸴 調査࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 

。1) 調査࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ既存文献等ྡࡢ称ࠊ調査ࡢ前提条件並び࡟調査方法ࠊ

調査地域ࠊ調査地点及び調査期間等ࡢ設定ࡢ根拠等を明ࠊࡋ࡟࠿ࡽ妥当性

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ整理࡟うࡼࡿࡁ確認࡛ࡀ

。1) 調査࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ既存文献等ྡࡢ称ࠊ調査ࡢ前提条件並び࡟調査方法ࠊ

調査地域ࠊ調査地点及び調査期間等ࡢ設定ࡢ根拠等を明ࠊࡋ࡟࠿ࡽ妥当性

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ整理࡟うࡼࡿࡁ確認࡛ࡀ

まࠊࡓ聞ࡾྲྀࡁを行ࡓࡗ場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗ日時及び相手方等ࡢ状況を整

理ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

まࠊࡓ聞ࡾྲྀࡁを行ࡓࡗ場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗ日時及び相手方等ࡢ状況を整

理ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

ࠊࡵࡓࡢ防Ṇࡢ密猟等ࡣ盗掘又ࠊࡣい࡚ࡘ࡟調査情報ࡢ希少生物ࠊ࠾࡞

必要࡟応࡚ࡌ整理ࡢ方法を配慮ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

ࠊࡵࡓࡢ防Ṇࡢ密猟等ࡣ盗掘又ࠊࡣい࡚ࡘ࡟調査情報ࡢ希少生物ࠊ࠾࡞

必要࡟応࡚ࡌ整理ࡢ方法を配慮ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

。「) 調査方法ࡢ選定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ調査実施࡟ࡢࡶࡢࡑ伴う環境ࡢ࡬影響ࡀ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍを選定ࡢࡶい࡞少ࡾ限ࡿࡁ࡛

。「) 調査方法ࡢ選定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ調査実施࡟ࡢࡶࡢࡑ伴う環境ࡢ࡬影響ࡀ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍを選定ࡢࡶい࡞少ࡾ限ࡿࡁ࡛

。」) 調査地域及び調査地点等ࡢ設定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ必要࡟応࡚ࡌ現地ࡢ状況

 ࠋ࡜ࡇ確認を行うࡢ

。」) 調査地域及び調査地点等ࡢ設定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ必要࡟応࡚ࡌ現地ࡢ状況

 ࠋ࡜ࡇ確認を行うࡢ

まࠊࡓ調査期間等ࡢ設定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ季節変動又ࡣ日変化等ࡢ変動を

考慮࡚ࡋ設定ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

まࠊࡓ調査期間等ࡢ設定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ季節変動又ࡣ日変化等ࡢ変動を

考慮࡚ࡋ設定ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

第㸶 予測 第㸵 予測 

第㸲ࡢ㸱ࡢ(4。ࡢ予測࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ選定㡯目ࡢ特性ࠊ事業特性及び地域特性

を຺案࡚ࡋ行うࠋ 

第㸲ࡢ㸰ࡢ(4。ࡢ予測࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ選定㡯目ࡢ特性ࠊ事業特性及び地域特性

を຺案࡚ࡋ行うࠋ 

㸯 予測ࡢ内容 㸯 予測ࡢ内容 
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予測ࡢ内容ูࠊࡣ表第㸱ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 予測ࡢ内容ูࠊࡣ表第㸱ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

㸰 予測ࡢ方法 㸰 予測ࡢ方法 

予測ࡢ方法ูࠊࡣ表第㸱ࠊࡋ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ環境ࡢ状況ࡢ変化又ࡣ環境ࡢ࡬負

荷ࡢ㔞をࠊ理論࡟基࡙く計算ࠊ模型ࡿࡼ࡟実験ࠊ事例ࡢ引用又ࡣ解析ࡢࡑ他

 ࠋࡿࡍ࡜方法ࡿࡍ把握࡟定㔞的ࡾࡼ࡟方法ࡢ

予測ࡢ方法ูࠊࡣ表第㸱ࠊࡋ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ環境ࡢ状況ࡢ変化又ࡣ環境ࡢ࡬負

荷ࡢ㔞をࠊ理論࡟基࡙く計算ࠊ模型ࡿࡼ࡟実験ࠊ事例ࡢ引用又ࡣ解析ࡢࡑ他

 ࠋࡿࡍ࡜方法ࡿࡍ把握࡟定㔞的ࡾࡼ࡟方法ࡢ

選定㡯目ࡾࡼ࡟定㔞的࡞把握ࡀ困㞴࡞場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗ類似例又ࡣ経験則

等を参考࡟定性的࡟把握ࡿࡍ方法ࡾࡼ࡟行うࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ 

選定㡯目ࡾࡼ࡟定㔞的࡞把握ࡀ困㞴࡞場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗ類似例又ࡣ経験則

等を参考࡟定性的࡟把握ࡿࡍ方法ࡾࡼ࡟行うࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ 

㸱 予測地域 㸱 予測地域 

予測ࡢ対象ࡿࡍ࡜地域㸦以ୗࠕ予測地域ࠖ࡜いうࠋ㸧ࠊࡣ調査地域ࡢうち

 ࠋࡿࡍ࡜地域ࡓࢀࡉ選定࡟適ษࡽ࠿

予測ࡢ対象ࡿࡍ࡜地域㸦以ୗࠕ予測地域ࠖ࡜いうࠋ㸧ࠊࡣ調査地域ࡢうち

 ࠋࡿࡍ࡜地域ࡓࢀࡉ選定࡟適ษࡽ࠿

㸲 予測地点 㸲 予測地点 

予測࡟当ࡾࡓ一定ࡢ地点࡟関ࡿࡍ環境ࡢ状況ࡢ変化を㔜点的࡟把握ࡇࡿࡍ

選定㡯目ࠊࡣ㸧ࠋいう࡜予測地点ࠖࠕ当ヱ地点㸦以ୗࡿࡅ࠾࡟場合ࡿࡍ࡜࡜

࡟特ࠊ地点ࡿࡍ地域を代表ࠊ状況を踏まえࡢ対象ࡁ࡭ࡍ保全࡚ࡌ応࡟特性ࡢ

環境影響をཷࡀࢀࡑ࠾ࡿࡅあࡿ地点ࠊ保全ࡁ࡭ࡍ対象ࡢ࡬環境影響を的確࡟

把握࡛ࡿࡁ地点ࡢࡑ他ࡢ予測࡟適ษࡘ࠿効果的࡛あ࡜ࡿ認ࡿࢀࡽࡵ地点ࡍ࡜

 ࠋࡿ

予測࡟当ࡾࡓ一定ࡢ地点࡟関ࡿࡍ環境ࡢ状況ࡢ変化を㔜点的࡟把握ࡇࡿࡍ

選定㡯目ࠊࡣ㸧ࠋいう࡜予測地点ࠖࠕ当ヱ地点㸦以ୗࡿࡅ࠾࡟場合ࡿࡍ࡜࡜

࡟特ࠊ地点ࡿࡍ地域を代表ࠊ状況を踏まえࡢ対象ࡁ࡭ࡍ保全࡚ࡌ応࡟特性ࡢ

環境影響をཷࡀࢀࡑ࠾ࡿࡅあࡿ地点ࠊ保全ࡁ࡭ࡍ対象ࡢ࡬環境影響を的確࡟

把握࡛ࡿࡁ地点ࡢࡑ他ࡢ予測࡟適ษࡘ࠿効果的࡛あ࡜ࡿ認ࡿࢀࡽࡵ地点ࡍ࡜

 ࠋࡿ

㸳 予測対象時期等 㸳 予測対象時期等 

予測ࡢ対象ࡿࡍ࡜時期ࠊ期間又ࡣ時間帯㸦以ୗࠕ予測対象時期等 㸧ࠋいうࠖ࡜

定常状態及ࡢ供用開始ᚋࠊ時期ࡿ࡞࡟最大ࡀ環境影響ࡿࡼ࡟実施ࡢ工事ࠊࡣ

び供用ࡿࡼ࡟環境影響ࡀ最大ࡿ࡞࡟時期ࡢࡑ他ࡢ予測࡟適ษࡘ࠿効果的࡛あ

 ࠋࡿࡍ࡜時間帯ࡣ期間又ࠊ時期ࡿࢀࡽࡵ認࡜ࡿ

予測ࡢ対象ࡿࡍ࡜時期ࠊ期間又ࡣ時間帯㸦以ୗࠕ予測対象時期等 㸧ࠋいうࠖ࡜

定常状態及ࡢ供用開始ᚋࠊ時期ࡿ࡞࡟最大ࡀ環境影響ࡿࡼ࡟実施ࡢ工事ࠊࡣ

び供用ࡿࡼ࡟環境影響ࡀ最大ࡿ࡞࡟時期ࡢࡑ他ࡢ予測࡟適ษࡘ࠿効果的࡛あ

 ࠋࡿࡍ࡜時間帯ࡣ期間又ࠊ時期ࡿࢀࡽࡵ認࡜ࡿ

㸴 予測࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 㸴 予測࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 

。1) 予測ࠊࡣ原則࡚ࡋ࡜環境影響ࡾࡼࡀ大ࡁい場合を想定࡚ࡋ行うࠊࡋ࡜࡜ࡇ

新規ࡢ手法を用いࡿ場合ࡢࡑ他ࡢ環境影響ࡢ予測࡟関ࡿࡍ知見ࡀ十ศ࡟蓄

積࡚ࢀࡉい࡞い場合࠾࡟い࡚ࠊ予測ࡢ不確実性ࡢ程度及び不確実性࡟係ࡿ

環境影響ࡢ程度を຺案࡚ࡋ必要ࠊࡣࡁ࡜࡞当ヱ不確実性ࡢ内容を明࡟࠿ࡽ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡟うࡼࡿࡁ࡛

。1) 予測ࠊࡣ原則࡚ࡋ࡜環境影響ࡾࡼࡀ大ࡁい場合を想定࡚ࡋ行うࠊࡋ࡜࡜ࡇ

新規ࡢ手法を用いࡿ場合ࡢࡑ他ࡢ環境影響ࡢ予測࡟関ࡿࡍ知見ࡀ十ศ࡟蓄

積࡚ࢀࡉい࡞い場合࠾࡟い࡚ࠊ予測ࡢ不確実性ࡢ程度及び不確実性࡟係ࡿ

環境影響ࡢ程度を຺案࡚ࡋ必要ࠊࡣࡁ࡜࡞当ヱ不確実性ࡢ内容を明࡟࠿ࡽ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡟うࡼࡿࡁ࡛

。「) 予測࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ予測ࡢ前提条件並び࡟予測方法ࠊ予測地域ࠊ予測地

点及び予測対象時期等ࡢ設定ࡢ根拠等を明ࠊࡋ࡟࠿ࡽ妥当性ࡀ確認࡛ࡿࡁ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ整理࡟うࡼ

。「) 予測࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ予測ࡢ前提条件並び࡟予測方法ࠊ予測地域ࠊ予測地

点及び予測対象時期等ࡢ設定ࡢ根拠等を明ࠊࡋ࡟࠿ࡽ妥当性ࡀ確認࡛ࡿࡁ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ整理࡟うࡼ

。」) 予測࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ対象事業以外ࡢ事業活動ࡢࡑ他ࡢ地域ࡢ環境を変化

環境ࡢ状況㸦将来ࡢ環境ࡢ将来ࡢ当ヱ地域ࡿࢀࡉࡽࡓࡶࡾࡼ࡟要因ࡿࡏࡉ

。」) 予測࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ対象事業以外ࡢ事業活動ࡢࡑ他ࡢ地域ࡢ環境を変化

環境ࡢ状況㸦将来ࡢ環境ࡢ将来ࡢ当ヱ地域ࡿࢀࡉࡽࡓࡶࡾࡼ࡟要因ࡿࡏࡉ
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適ࡾࡼࡀ࡜ࡇࡿࡍ状況を຺案ࡢ環境ࡢ現在ࡣ場合又࡞困㞴ࡀ推定ࡢ状況ࡢ

ษ࡞場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗ現在ࡢ環境ࡢ状況㸧を຺案࡚ࡋ予測ࡀ行わࡼࡿࢀう

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡟

適ࡾࡼࡀ࡜ࡇࡿࡍ状況を຺案ࡢ環境ࡢ現在ࡣ場合又࡞困㞴ࡀ推定ࡢ状況ࡢ

ษ࡞場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗ現在ࡢ環境ࡢ状況㸧を຺案࡚ࡋ予測ࡀ行わࡼࡿࢀう

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡟

第㸷 環境保全措置ࡢ検討 第㸶 環境保全措置ࡢ検討 

第㸲ࡢ㸱ࡢ(5。ࡢ環境保全措置ࡢ検討࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ選定㡯目ࡢ特性ࠊ事業特

性及び地域特性を຺案࡚ࡋ行うࠋ 

第㸲ࡢ㸰ࡢ(5。ࡢ環境保全措置ࡢ検討࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ選定㡯目ࡢ特性ࠊ事業

特性及び地域特性を຺案࡚ࡋ行うࠋ 

㸯 環境保全措置ࡢ検討 㸯 環境保全措置ࡢ検討 

予測ࡢ結果ࠊ環境影響࡞ࡀいุ࡜断ࡿࢀࡉ場合及び環境影響ࡢ程度ࡀ極ࡵ

࡚小ࡉいุ࡜断ࡿࢀࡉ場合以外ࡢ場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗ選定㡯目࡟係ࡿ環境影響

 ࠋࡿࡍ従い環境保全措置を検討࡟いู࡚紙ࡘ࡟

予測ࡢ結果ࠊ環境影響࡞ࡀいุ࡜断ࡿࢀࡉ場合及び環境影響ࡢ程度ࡀ極ࡵ

࡚小ࡉいุ࡜断ࡿࢀࡉ場合以外ࡢ場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗ選定㡯目࡟係ࡿ環境影響

 ࠋࡿࡍ従い環境保全措置を検討࡟いู࡚紙ࡘ࡟

まࠊࡓ国又ࡣ地方公共団体ࡿࡼ࡟環境ࡢ保全ࡢ観点ࡢࡽ࠿施策ࠊ࡚ࡗࡼ࡟

選定㡯目࡟係ࡿ環境要素࡟関ࡿࡍ基準又ࡣ目標㸦以ୗࠕ環境基準等 㸧ࠋいうࠖ࡜

を目的࡜ࡇࡿࡵດ࡟達成ࡢ当ヱ環境基準等ࠊࡣ࡚ࡗあ࡟場合ࡿい࡚ࢀࡉ示ࡀ

 ࠋࡿࡍ検討ࡶ環境保全措置ࡿࡍ࡜

まࠊࡓ国又ࡣ地方公共団体ࡿࡼ࡟環境ࡢ保全ࡢ観点ࡢࡽ࠿施策ࠊ࡚ࡗࡼ࡟

選定㡯目࡟係ࡿ環境要素࡟関ࡿࡍ基準又ࡣ目標㸦以ୗࠕ環境基準等 㸧ࠋいうࠖ࡜

を目的࡜ࡇࡿࡵດ࡟達成ࡢ当ヱ環境基準等ࠊࡣ࡚ࡗあ࡟場合ࡿい࡚ࢀࡉ示ࡀ

 ࠋࡿࡍ検討ࡶ環境保全措置ࡿࡍ࡜

検ࡶ環境保全措置ࡢࡵࡓいく࡚ࡋ良い環境を創造ࡾࡼ࡚ࡌ応࡟必要ࠊ࠾࡞

討ࠋࡿࡍ 

検ࡶ環境保全措置ࡢࡵࡓいく࡚ࡋ良い環境を創造ࡾࡼ࡚ࡌ応࡟必要ࠊ࠾࡞

討ࠋࡿࡍ 

㸰 環境保全措置ࡢ検討࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 㸰 環境保全措置ࡢ検討࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 

。1) 検討࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ環境保全措置ࡢ内容㸦検討ࡢ経緯等を含ࠋࡴ㸧ࠊ実

施期間及び実施主体ࡢࡑ他ࡢ環境保全措置ࡢ実施方法を࡛ࡿࡁ限ࡾ具体的

ࡢ環境保全措置ࠊ程度ࡢ不確実性ࠊ効果ࡢ環境保全措置ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡍ示࡟

実施࡟伴い生ࡀࢀࡑ࠾ࡿࡎあࡿ環境ࡢ࡬影響又ࡣ環境保全措置࠿࠿ࡶ࡟わ

当ࠊい࡚࠾࡟場合ࡢࡇࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ程度を明ࡢ環境影響ࡿࡍ存在ࡎࡽ

ヱ検討ࡀ段階的࡟行わ࡚ࢀいࡿ場合ࡢࡽࢀࡇࠊࡣ࡟検討を行ࡓࡗ段階࡜ࡈ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ整理࡟うࡼࡿࡁ࡛࡟࠿ࡽ内容を明࡞具体的ࡢ環境保全措置࡟

まࠊࡓ఩置等࡟関ࡿࡍ複数案ࡢ比較を行ࡓࡗ場合ࠊࡣ࡟当ヱ఩置等࡟関

環境࡟うࡼࡢ࡝過程࡛ࡿ至࡟決定ࡢ఩置等ࡿ係࡟対象事業ࡽ࠿複数案ࡿࡍ

影響ࡀ回避ࠊࢀࡉ又ࡣప減࡚ࢀࡉいࡘ࡟࠿ࡿい࡚ࡢ検討ࡢ内容を明࡟࠿ࡽ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ整理࡟うࡼࡿࡁ࡛

。1) 検討࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ環境保全措置ࡢ内容㸦検討ࡢ経緯等を含ࠋࡴ㸧ࠊ実

施期間及び実施主体ࡢࡑ他ࡢ環境保全措置ࡢ実施方法を࡛ࡿࡁ限ࡾ具体的

ࡢ環境保全措置ࠊ程度ࡢ不確実性ࠊ効果ࡢ環境保全措置ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡍ示࡟

実施࡟伴い生ࡀࢀࡑ࠾ࡿࡎあࡿ環境ࡢ࡬影響又ࡣ環境保全措置࠿࠿ࡶ࡟わ

当ࠊい࡚࠾࡟場合ࡢࡇࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ程度を明ࡢ環境影響ࡿࡍ存在ࡎࡽ

ヱ検討ࡀ段階的࡟行わ࡚ࢀいࡿ場合ࡢࡽࢀࡇࠊࡣ࡟検討を行ࡓࡗ段階࡜ࡈ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ整理࡟うࡼࡿࡁ࡛࡟࠿ࡽ内容を明࡞具体的ࡢ環境保全措置࡟

。「) 環境保全措置ࡢ選定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ複数ࡢ案ࡢ比較検討ࠊ実行可能ࡼ࡞

検討を行࡞適ษࡢ他ࡢࡑ検討ࡢ࠿う࡝࠿ࡿい࡚ࢀࡽࢀ入ࡾྲྀࡀ良い技術ࡾ

うࠋ࡜ࡇ 

。「) 環境保全措置ࡢ選定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ複数ࡢ案ࡢ比較検討ࠊ実行可能ࡼ࡞

検討を行࡞適ษࡢ他ࡢࡑ検討ࡢ࠿う࡝࠿ࡿい࡚ࢀࡽࢀ入ࡾྲྀࡀ良い技術ࡾ

うࠋ࡜ࡇ 

。」) 代償ࡿࡼ࡟環境保全措置を講ࡼࡌうࡿࡍ࡜場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗ回避又ࡣప

減ࡿࡼ࡟環境保全措置を講ࡀ࡜ࡇࡿࡎ困㞴࡛あ࡜ࡇࡿを明確ࡶ࡜࡜ࡿࡍ࡟

。」) 代償ࡿࡼ࡟環境保全措置を講ࡼࡌうࡿࡍ࡜場合࡟あࠊࡣ࡚ࡗ回避又ࡣప

減ࡿࡼ࡟環境保全措置を講ࡀ࡜ࡇࡿࡎ困㞴࡛あ࡜ࡇࡿを明確ࡶ࡜࡜ࡿࡍ࡟
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検ࡋ比較࡟内容を十ศࡢࢀࡒࢀࡑ環境ࡿࢀࡉ環境及び創出ࡿࢀわ࡞損ࠊ࡟

討ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

検ࡋ比較࡟内容を十ศࡢࢀࡒࢀࡑ環境ࡿࢀࡉ環境及び創出ࡿࢀわ࡞損ࠊ࡟

討ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

根拠をࡓࡋ断ุ࡜可能ࡀ効果及び実施ࡢ環境保全措置ࡿࡼ࡟代償ࠊ࠾࡞

可能࡞限ࡾ具体的࡟明ࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ 

根拠をࡓࡋ断ุ࡜可能ࡀ効果及び実施ࡢ環境保全措置ࡿࡼ࡟代償ࠊ࠾࡞

可能࡞限ࡾ具体的࡟明ࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ 

第10 評価 第㸷 評価 

第㸲ࡢ㸱ࡢ(6。ࡢ評価࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ選定㡯目ࡢ特性ࠊ事業特性及び地域特性

を຺案࡚ࡋ行うࠋ 

第㸲ࡢ㸰ࡢ(6。ࡢ評価࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ選定㡯目ࡢ特性ࠊ事業特性及び地域特性

を຺案࡚ࡋ行うࠋ 

㸯 評価ࡢ方法 㸯 評価ࡢ方法 

。1) 評価ࡢ方法ࠊࡣ事業者ࡀ実行可能࡞範ᅖ内࡛ࠊ環境࡟対ࡿࡍ影響ࡢ緩和

࡜方法ࡿࡍを検討࠿う࡝࠿ࡿい࡚ࢀࡉ配慮ࡾ限ࡿࡁ従い࡛࡟いู࡚紙ࡘ࡟

 ࠋࡿࡍ

。1) 評価ࡢ方法ࠊࡣ事業者ࡀ実行可能࡞範ᅖ内࡛ࠊ環境࡟対ࡿࡍ影響ࡢ緩和

࡜方法ࡿࡍを検討࠿う࡝࠿ࡿい࡚ࢀࡉ配慮ࡾ限ࡿࡁ従い࡛࡟いู࡚紙ࡘ࡟

 ࠋࡿࡍ

 ࠋࡿࡍう整理ࡼࡿࡁ࡛࡟࠿ࡽ経緯を明ࡢ根拠及び検討ࡿ係࡟評価ࠊ࠾࡞ ࠋࡿࡍう整理ࡼࡿࡁ࡛࡟࠿ࡽ経緯を明ࡢ根拠及び検討ࡿ係࡟評価ࠊ࠾࡞

。「) 評価࡟当࡚ࡗࡓ事業者自ࡽ設定ࡓࡋ目標等࡟係ࡿ考え方を明ࡿࡍ࡟࠿ࡽ

࡜当ヱ環境基準等ࠊࡣ࡚ࡗあ࡟場合ࡿい࡚ࢀࡉ示ࡀ環境基準等ࠊ࡟ࡶ࡜࡜

 ࠋࡿࡍ検討ࡶい࡚ࡘ࡟࠿う࡝࠿ࡿい࡚ࢀࡽᅗࡀ整合࡟間ࡢ

。「) 評価࡟当࡚ࡗࡓ事業者自ࡽ設定ࡓࡋ目標等࡟係ࡿ考え方を明ࡿࡍ࡟࠿ࡽ

࡜当ヱ環境基準等ࠊࡣ࡚ࡗあ࡟場合ࡿい࡚ࢀࡉ示ࡀ環境基準等ࠊ࡟ࡶ࡜࡜

 ࠋࡿࡍ検討ࡶい࡚ࡘ࡟࠿う࡝࠿ࡿい࡚ࢀࡽᅗࡀ整合࡟間ࡢ

㸰 評価࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 㸰 評価࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 

評価ࠊࡣ必要࡟応࡚ࡌ対象事業以外ࡿࡼ࡟環境保全措置຺ࡶ案࡛࡜ࡇࡿࡁ

内容を࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ確実性を確認ࡢ当ヱ措置ࡣ࡚ࡗあ࡟場合ࡢࡑࠊࡀࡿࡍ࡜

明ࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ 

評価ࠊࡣ必要࡟応࡚ࡌ対象事業以外ࡿࡼ࡟環境保全措置຺ࡶ案࡛࡜ࡇࡿࡁ

内容を࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ確実性を確認ࡢ当ヱ措置ࡣ࡚ࡗあ࡟場合ࡢࡑࠊࡀࡿࡍ࡜

明ࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ 

第11 事ᚋ調査計⏬ 第10 事ᚋ調査計⏬ 

第㸲ࡢ㸱ࡢ(8。ࡢ事ᚋ調査計⏬ࡢ策定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ調査ࠊ予測ࠊ環境保全措

置ࡢ検討及び評価ࡢ結果を踏まえ࡚行うࠋ 

第㸲ࡢ㸰ࡢ(8。ࡢ事ᚋ調査計⏬ࡢ策定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ調査ࠊ予測ࠊ環境保全措

置ࡢ検討及び評価ࡢ結果を踏まえ࡚行うࠋ 

㸯 事ᚋ調査ࡢ目的 㸯 事ᚋ調査ࡢ目的 

事ᚋ調査ࠊࡣ予測ࡢ不確実性ࡢ程度ࡀ大ࡁい選定㡯目ࡘ࡟い࡚環境保全措

置を講ࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡎ場合ࠊ効果࡟係ࡿ知見ࡀ不十ศ࡞環境保全措置を講ࡎ

内容をࡢい࡚環境保全措置࠾࡟供用ᚋࡣくࡋ工事中若ࡣ場合又ࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿ

ࡼ࡟࡜ࡇ検証を行うࡢ予測及び評価ࠊい࡚࠾࡟場合等ࡿࡍ࡟ࡢࡶ࡞ヲ細ࡾࡼ

 ࠋࡿࡍ࡜を目的࡜ࡇࡿࡎ環境保全措置を講࡞適ษࠊࡾ

事ᚋ調査ࠊࡣ予測ࡢ不確実性ࡢ程度ࡀ大ࡁい選定㡯目ࡘ࡟い࡚環境保全措

置を講ࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡎ場合ࠊ効果࡟係ࡿ知見ࡀ不十ศ࡞環境保全措置を講ࡎ

内容をࡢい࡚環境保全措置࠾࡟供用ᚋࡣくࡋ工事中若ࡣ場合又ࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿ

ࡼ࡟࡜ࡇ検証を行うࡢ予測及び評価ࠊい࡚࠾࡟場合等ࡿࡍ࡟ࡢࡶ࡞ヲ細ࡾࡼ

 ࠋࡿࡍ࡜を目的࡜ࡇࡿࡎ環境保全措置を講࡞適ษࠊࡾ

㸰 事ᚋ調査ࡢ㡯目 㸰 事ᚋ調査ࡢ㡯目 

調査ࠊ予測及び評価ࡢ結果ࡢ不確実性ࡀ高い㡯目ࠊ環境保全措置ࡢ効果ࡀ

不確実࡞㡯目又ࡣ工事中若ࡋくࡣ供用ᚋ࠾࡟い࡚環境保全措置ࡢ内容をࡾࡼ

ヲ細ࡿࡍ࡟ࡢࡶ࡞㡯目をࠊ環境影響ࡢ㔜大性࡟応࡚ࡌ選定ࠋࡿࡍ 

調査ࠊ予測及び評価ࡢ結果ࡢ不確実性ࡀ高い㡯目ࠊ環境保全措置ࡢ効果ࡀ

不確実࡞㡯目又ࡣ工事中若ࡋくࡣ供用ᚋ࠾࡟い࡚環境保全措置ࡢ内容をࡾࡼ

ヲ細ࡿࡍ࡟ࡢࡶ࡞㡯目をࠊ環境影響ࡢ㔜大性࡟応࡚ࡌ選定ࠋࡿࡍ 

㸱 事ᚋ調査ࡢ手法 㸱 事ᚋ調査ࡢ手法 
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環境影響評価ࡢ結果ࡢ࡜比較検討ࡿࡁ࡛ࡀ手法を選定ࠋࡿࡍ 環境影響評価ࡢ結果ࡢ࡜比較検討ࡿࡁ࡛ࡀ手法を選定ࠋࡿࡍ 

㸲 事ᚋ調査ࡢ地域及び地点 㸲 事ᚋ調査ࡢ地域及び地点 

環境影響評価ࡢ結果ࡢ࡜比較検討ࡿࡁ࡛ࡀ地域及び地点を選定ࠋࡿࡍ 環境影響評価ࡢ結果ࡢ࡜比較検討ࡿࡁ࡛ࡀ地域及び地点を選定ࠋࡿࡍ 

㸳 事ᚋ調査ࡢ期間等 㸳 事ᚋ調査ࡢ期間等 

環境影響評価ࡢ結果ࡢ࡜比較検討ࡿࡁ࡛ࡀ期間等を選定ࠊࡀࡿࡍ必要࡟応

 ࠋࡿࡍ把握ࡶ状況ࡢ期間等ࡢ他ࡢࡑ࡚ࡌ

環境影響評価ࡢ結果ࡢ࡜比較検討ࡿࡁ࡛ࡀ期間等を選定ࠊࡀࡿࡍ必要࡟応

 ࠋࡿࡍ把握ࡶ状況ࡢ期間等ࡢ他ࡢࡑ࡚ࡌ

㸴 事ᚋ調査計⏬ࡢ策定࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 㸴 事ᚋ調査計⏬ࡢ策定࡟当ࡢ࡚ࡗࡓ留意事㡯 

。1) 事ᚋ調査計⏬ࡢ策定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ地域特性ࡀ時間ࡢ経過࡟伴࡚ࡗ変化

 ࠋ࡜ࡇࡿを踏まえ࡜ࡇࡿあ࡛ࡢࡶࡿࡍ

。1) 事ᚋ調査計⏬ࡢ策定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ地域特性ࡀ時間ࡢ経過࡟伴࡚ࡗ変化

 ࠋ࡜ࡇࡿを踏まえ࡜ࡇࡿあ࡛ࡢࡶࡿࡍ

。「) 事ᚋ調査ࡢ㡯目及び手法ࡢ選定を行ࡢࡑࠊࡣࡁ࡜ࡓࡗ理由を明࡛࡟࠿ࡽ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡟うࡼࡿࡁ

。「) 事ᚋ調査ࡢ㡯目及び手法ࡢ選定を行ࡢࡑࠊࡣࡁ࡜ࡓࡗ理由を明࡛࡟࠿ࡽ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ࡟うࡼࡿࡁ

。」) 事ᚋ調査ࡢ㡯目及び手法ࡢ選定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ必要࡟応࡚ࡌ専門家等ࡢ

ຓ言をཷ࡚ࡅ行うࠋ࡜ࡇ 

。」) 事ᚋ調査ࡢ㡯目及び手法ࡢ選定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ必要࡟応࡚ࡌ専門家等ࡢ

ຓ言をཷ࡚ࡅ行うࠋ࡜ࡇ 

。4) 専門家等ࡢຓ言をཷࡢࡑࠊࡣࡁ࡜ࡓࡅ内容及び専門家等ࡢ専門ศ㔝を明

明ࡶい࡚ࡘ࡟種ูࡢ所属機関ࡢ専門家等ࠊࡓまࠋ࡜ࡇࡿࡍ整理ࠊࡋ࡟࠿ࡽ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡵうດࡼࡿࡍ࡟࠿ࡽ

。4) 専門家等ࡢຓ言をཷࡢࡑࠊࡣࡁ࡜ࡓࡅ内容及び専門家等ࡢ専門ศ㔝を明

明ࡶい࡚ࡘ࡟種ูࡢ所属機関ࡢ専門家等ࠊࡓまࠋ࡜ࡇࡿࡍ整理ࠊࡋ࡟࠿ࡽ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡵうດࡼࡿࡍ࡟࠿ࡽ

。5) 事ᚋ調査ࡢ手法ࡢ選定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ調査実施࡟ࡢࡶࡢࡑ伴う環境ࡢ࡬

影響ࡿࡁ࡛ࡀ限ࡾ少࡞いࡢࡶを選定ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

。5) 事ᚋ調査ࡢ手法ࡢ選定࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ調査実施࡟ࡢࡶࡢࡑ伴う環境ࡢ࡬

影響ࡿࡁ࡛ࡀ限ࡾ少࡞いࡢࡶを選定ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

第1「 事ᚋ調査結果ࡢ検討 第11 事ᚋ調査結果ࡢ検討 

第㸲ࡢ㸴ࡢ(1。ࡢ事ᚋ調査結果ࡢ検討࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ第11ࡾࡼ࡟策定ࡓࡋ事

ᚋ調査計⏬࡟基࡙い࡚行ࡓࡗ事ᚋ調査ࡢ結果ࠊࡾࡼ࡟必要࡟応࡚ࡌ環境保全

措置を講ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡎ 

第㸲ࡢ㸳ࡢ(1。ࡢ事ᚋ調査結果ࡢ検討࡟当ࠊࡣ࡚ࡗࡓ第10ࡾࡼ࡟策定ࡓࡋ事

ᚋ調査計⏬࡟基࡙い࡚行ࡓࡗ事ᚋ調査ࡢ結果ࠊࡾࡼ࡟必要࡟応࡚ࡌ環境保全

措置を講ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡎ 

㸯 事ᚋ調査結果ࡢ検証 㸯 事ᚋ調査結果ࡢ検証 

事ᚋ調査結果࡜予測及び評価ࡢ結果ࡢ࡜比較並び࡟環境保全措置ࡢ効果ࡢ

検証をࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ環境影響ࡢ程度及び環境保全措置ࡢ実効性等を明ࡽ

 ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿

事ᚋ調査結果࡜予測及び評価ࡢ結果ࡢ࡜比較並び࡟環境保全措置ࡢ効果ࡢ

検証をࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ環境影響ࡢ程度及び環境保全措置ࡢ実効性等を明ࡽ

 ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿

㸰 原因ࡢ究明 㸰 原因ࡢ究明 

事ᚋ調査ࡢ結果ࠊࡀ予測及び評価ࡢ結果࡜乖㞳࡚ࡋいࡿ場合ࠊ並び࡟環境

保全措置ࡢ効果ࡀ見࡞ࢀࡽい場合ࡢࡑࡣ原因を調査ࡢࡑࠋࡿࡍ際ࠊ必要࡟応

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ調査を行う࡟追加的࡚ࡌ

事ᚋ調査ࡢ結果ࠊࡀ予測及び評価ࡢ結果࡜乖㞳࡚ࡋいࡿ場合ࠊ並び࡟環境

保全措置ࡢ効果ࡀ見࡞ࢀࡽい場合ࡢࡑࡣ原因を調査ࡢࡑࠋࡿࡍ際ࠊ必要࡟応

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ調査を行う࡟追加的࡚ࡌ

㸱 環境保全措置ࡢ検討 

原因ࡢ究明ࡢ結果ࠊ対象事業ࡢ実施等࡟起因ุࡀ࡜ࡇࡿࡍ明ࡓࡋ場合ࠊࡣ࡟

必要࡟応࡚ࡌ環境保全措置を見直ࠊࡋ見直ࡓࡋ環境保全措置࡟係ࡿ予測及び

㸱 環境保全措置ࡢ検討 

原因ࡢ究明ࡢ結果ࠊ対象事業ࡢ実施等࡟起因ุࡀ࡜ࡇࡿࡍ明ࡓࡋ場合ࠊࡣ࡟

必要࡟応࡚ࡌ環境保全措置を見直ࠊࡋ見直ࡓࡋ環境保全措置࡟係ࡿ予測及び
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改 ṇ 案 現  行 

評価を行うࠊ࠾࡞ࠋ環境ࡢ状況ࡀ人ࡢ健康࡟㔜大࡞被害を生ࡀࢀࡑ࠾ࡿࡌあ

 ࠋࡿࡎ環境保全措置を講࡟直ちࠊࡣ࡟場合ࡿࡍ緊急を要࡝࡞場合ࡿ

評価を行うࠊ࠾࡞ࠋ環境ࡢ状況ࡀ人ࡢ健康࡟㔜大࡞被害を生ࡀࢀࡑ࠾ࡿࡌあ

 ࠋࡿࡎ環境保全措置を講࡟直ちࠊࡣ࡟場合ࡿࡍ緊急を要࡝࡞場合ࡿ

  

 


